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第10号 記念号の発行にあたって

情報処理センター所長 湊 敏

昭和63年4月 に開設 され た奈 良大学 情報 処理 セ ンターは、今 年4月 で満n歳 の誕生 日を

迎 え ま した。 この間、情報 処理 セ ンターは多 くの教 職員 ・学生 に利 用 され、奈 良大学 の研

究 ・教 育 の一助 にな って き ま した。 また、平 成2年 に創刊 した情報 処理 セ ンター年報 も皆

様 方の協 力 によ り今 回第10号 の記念 号を発行 す る運 びに な りま した。

セ ンター年 報 の創刊 時か らかか わ って きた もの とい た しま しては、休 み な く毎年年 報 の

発行 を続 け、 よ く10号 の記念号 を発 行 で きる よ うになっ た と思 ってい ます。 一一般 に定 期刊

行物 の創刊 は簡単 です が、続 け てい くこ とは難 しい と言 われて い ます。特 に本 学 は文科系

の学 部 だけで構成 されて い ます ので、 コ ンピュー タに関連 した原稿 を毎 年集 め る ことが で

きるのか と心配 して い ま した。今 だか ら言 え るのです が、年 報 の創 刊 当時 い ったい何 号 ま

で発行 す る こ とがで きるの だ ろ うか、3号 くらいで休刊 にな るので は と不安 が一杯 で した・

しか し、"案 ず る よ り生 むが易 し"と は よ く言 った もので 、年報 を発 行 す れ ば多 くの先 生

方 や院生 ・学生 、 さらには事 務職 員 の方 も原 稿 を執筆 して下 さい ま した。年 報 を編 集す る

作 業 は情 報処理 セ ンターの事 務職 員 の皆 様 に してい ただ きま した。 おか げで、 この10年 間

休 み な く年報 を発 行 して行 くこ とが で きま した。今 回年報 第10号 を発行 す る にあた り・ こ

れ まで年 報 の発 行 に協 力 いた だい た方 々にお礼 申 し上 げ ます。 また、 と きには期 日内 に原

稿 を集 め るため に、先生方 には不 快 な思 い を させ た こ ともあ るか と思 い ますの で、 この場

をか りてお わ び申 し上 げ ます。

さて、情報 処理 セ ンターが 開設 して約10年 が経 ち、 この間 に私 たち を取 り巻 く情報処 理

環境 は大 き く変化 しま した。 開設 当時 は、セ ンターの 中央 コ ンピュー タは汎用機 で したが ・

第2世 代 はス ーパ ー ミニ コ ンピュー タに な り、第3世 代 で ある現在 は ワー クステ ー シ ョン

にな って い ます。 クラ イア ン ト機 は、 コマ ン ド系 か らウイ ン ドウ系 へ変 わ ってい ます。取

り扱 えるデー タも、昔 は文字 が主流 で したが 、現在 は文 字 ・画像 ・動画 ・音声 と広 が って

い ます。 また 、 ネ ッ トワー ク環境 は学 内 だけの ものか ら、 イ ン ター ネ ッ トを利 用 して学外

との コ ミュニ ケー シ ョンも可 能 な もの にな りま した。

情報処 理 セ ンター とい た しま して は、今後 の情 報処理 環境 の変化 に対 応す る ように努力

い た しますが 、 この変化 に対 応 す るため には学 内の皆様 の協 力 も必 要 にな って くる と思 わ

れ ます 。今後 と も、情 報処 理 セ ン ター を利 用 いた だ き、貴 重 な ご意見 を賜 わ りたい と願 っ

て い ます。


